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公
民
連
携
に
よ
り

　
　
財
政
負
担
軽
減
を

澤
田

　
防
災
に
関
す
る
出
前
講
座
の
開
催
、

表
示
型
個
別
受
信
機
の
整
備
状
況
は
。

総
務
部
長

　
出
前
講
座
に
つ
い
て
は
熊
本

地
震
以
降
関
心
の
高
ま
り
に
よ
り
、
こ
こ

３
カ
月
で
４
カ
所
実
施
。
個
別
受
信
機
に

つ
い
て
は
市
内
各
施
設
89
カ
所
に
配
備
完

了
。
今
後
も
継
続
的
に
整
備
意
向
を
確
認

し
、
必
要
に
応
じ
て
整
備
を
進
め
る
。

澤
田

　
公
共
施
設
建
設
・
管
理
は
財
政
に

与
え
る
影
響
が
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
。

手
法
と
し
て
公
民
連
携
の
中
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に

つ
い
て
国
の
考
え
方
は
。

政
策
監

　
国
は
地
方
行
財
政
改
革
を
行
っ

て
い
る
。
歳
出
の
効
率
化
を
推
進
す
る
観

点
か
ら
、
民
間
委
託
等
の
業
務
改
革
を
実

施
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
経
費
水
準

を
、
地
方
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
の

算
定
に
反
映
す
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式

の
取
り
組
み
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
民
間

委
託
と
い
う
の
は
こ
れ
か
ら
先
、
老
朽
化

す
る
施
設
の
更
新
・
見
直
し
に
つ
い
て
は

非
常
に
重
要
な
部
分
に
な
っ
て
く
る
。

澤
田

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

ま
ち
づ
く
り
対
策
室
長

　大
き
く
３
つ
あ

る
。
国
民
に
対
し
て
低
廉
か
つ
良
質
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
。
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
け
る
行
政
の
関
わ

り
方
が
改
革
さ
れ
る
こ
と
。
民
間
事
業
機

会
を
創
出
す
る
こ
と
を
通
じ
て
経
済
活
性

化
に
資
す
る
こ
と
で
あ
る
。

澤
田

　
昨
年
選
定
さ
れ
た
公
営
住
宅
に
係

る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

都
市
計
画
課
長

　
合
生
住
宅
・
西
沖
住
宅

に
つ
い
て
、
多
様
な
事
業
者
の
参
入
が
見

込
め
る
と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
、
ま
ず

は
可
能
性
調
査
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

澤
田

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
基
本
方
針
の
中
に
は
20
億

円
以
下
の
事
業
で
あ
っ
て
も
民
間
事
業
者

の
参
入
が
見
込
め
る
事
業
は
導
入
を
検
討

す
る
と
な
っ
て
い

る
。積
極
的
に
導

入
し
て
い
く
方
針

で
考
え
て
よ
い
か
。

政
策
部
長

　Ｐ
Ｆ

Ｉ
効
果
が
期
待
で

き
る
も
の
に
つ
い

て
は
導
入
を
検
討

し
て
い
く
。

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
の

　
　
創
造
的
復
興
を
！

坂
本

　
早
苗 

議
員

坂
本

　
小
・
中
学
校
新
設
に
向
け
平
成
33

年
４
月
開
校
の
計
画
が
進
ん
で
い
る
。
Ｐ

Ｆ
Ｉ
（
民
間
資
金
等
活
用
事
業
）
で
実
施

の
意
向
だ
が
、
近
隣
に
実
例
が
あ
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
対
策
室
長

　県
内
に
は
事
例

は
な
い
。

坂
本

　
学
校
施
設
を
利
用
し
て
収
益
事
業

を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
対
策
室
長

　建
設
予
定
地
は

市
街
化
調
整
区
域
な
の
で
、
商
業
施
設
な

ど
の
収
益
性
の
高
い
事
業
は
考
え
て
い
な

い
が
、
公
共
公
益
性
の
高
い
施
設
の
導
入

に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

坂
本

　
学
校
建
設
は
教
育
委
員
会
が
中
心

で
実
施
す
る
の
で
は
な
い
の
か
。

教
育
部
長

　ど
ん
な
学
校
を
つ
く
る
の
か

は
当
然
教
育
委
員
会
が
入
る
が
、
事
業
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
う
い
っ
た
形
が
い

い
の
か
は
ま
ち
づ
く
り
対
策
室
で
行
う
。

坂
本

　
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
の
改
修
費
用
は
15
億

円
か
ら
11
億
円
に
圧
縮
で
き
そ
う
と
の
報

告
が
あ
っ
た
が
、
最
終
的
な
合
志
市
の
負

担
額
は
ど
の
程
度
に
な
る
の
か
。

財
政
課
長

　全
額
災
害
復
旧
事
業
債
を
利

用
す
る
予
定
で
、
復
旧
費
11
億
円
で
計
算

す
る
と
市
の
負
担
額
は
３
億
３
０
０
０
万

円
の
見
込
み
と
な
る
。

坂
本

　
復
旧
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

生
涯
学
習
課
長

　利
用
希
望
の
高
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
図
書
館
の
内
装
工

事
か
ら
始
め
、
改
修
が
終
わ
っ
た
部
分
か

ら
開
け
た
い
。

坂
本

　
福
祉
会
館
の
改
修
に
合
わ
せ
、
図

書
館
を
１
階
に
移
動
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長

　今
回
は
で
き
な
い
。

坂
本

　
売
店
、
ロ
ビ
ー
を
一
体
的
に
整
備

し
て
は
ど
う
か
。

生
涯
学
習
課
長

利
用
者
の
利
活

用
が
図
ら
れ
る

よ
う
備
品
の
整

備
や
配
置
等
を

検
討
し
た
い
。

　

 　学
校
建
設
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は

妥
当
か
？

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
の
改
修
費
用
は
？

　

 　 「
健
康
都
市
こ
う
し
」に

　
A
I
の
活
用
を
！

松
井
美
津
子 

議
員

竹
迫
地
区
の

商
業
集
積
地
は
大
丈
夫
？

齋
藤

　
正
昭 

議
員

総合センター「ヴィーブル」

合生住宅公民館

松
井

　
青
少
年
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
の

機
会
を
増
や
す
た
め
、
若
者
の
政
策
形
成

過
程
へ
の
参
画
に
つ
い
て
。

政
策
課
長

　
若
い
世
代
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
し
、
興
味
や
愛
着
を
も
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
。
若
者
会

議
も
今
後
検
討
の
ひ
と
つ
に
な
る
。

松
井

　
「
健
康
都
市

こ
う
し
」
の
実
現

に
第
４
次
産
業
革

命
、Ⅰ
o
T
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
、Ａ
Ｉ
、

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
と

ど
う
向
き
合
う
か
、

今
後
の
考
え
を
伺

う
。

政
策
課
長

　
産
学
官
民
の
連
携
を
進
め
て

い
る
が
Ⅰ
o
T
や
Ａ
Ｉ
時
代
に
適
応
で
き

る
人
材
育
成
が
重
要
か
と
思
う
。

松
井

　
人
権
週
間
が
始
ま
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
現
状
を
伺
う
。

人
権
啓
発
教
育
課
長

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
偏

見
、
差
別
は
重
大
な
人
権
問
題
で
あ
る
と

わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ
、
３
名
の
実
体
験

は
参
加
者
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
貴
重
な
資
料
に
な
り
、
全
て
の

人
が
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
社
会
を
め

ざ
し
人
権
啓
発
に
広
く
取
り
組
む
。

　

松
井

　
「
多
摩
市
女
と
男
の
平
等
参
画
を

推
進
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長

　
合
志
市
第
３
次
男
女
共
同
参

画
推
進
計
画
の
策
定
の
中
で
推
進
項
目
の

中
に
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
関
連
の
項
目
を

盛
り
込
む
。

松
井

　
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
。

上
下
水
道
課
長

　
基
本
計
画
見
直
し
に
あ

わ
せ
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
策
定
を
進

め
効
率
的
な
資
産
の
運
用
を
考
え
る
。

松
井

　
民
生
委
員
の
活
動
に
正
し
い
啓
発

と
検
証
を
。

福
祉
課
長

　
１
０
０
周
年
を
節
目
に
民
生

委
員
の
活
動
を
周
知
し
て
い
く
。

松
井

　
書
評
合
戦
、「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」

に
つ
い
て
。

生
涯
学
習
課
長

　
指
定
管
理
制
度
移
行
の

中
で
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
実
践
す
る
。

　
 　

齋
藤

　
来
年
11
月
開
業
を
目
指
し
、
竹
迫

地
区
商
業
集
積
地
約

　ha
の
造
成
が
開
始

さ
れ
た
が
、
議
会
へ
の
情
報
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
市
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
ど
の
く
ら

い
の
事
業
費
負
担
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
・
上
下
水
道
課
長

　道
路
で
約

１
億
円
、
上
下
水
道
で
約
１
億
５
０
０
０

万
円
の
事
業
費
を
見
込
ん
で
い
る
。

齋
藤

　
市
周
辺
に
は
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
な
ど

の
大
規
模
商
業
施
設
が
乱
立
し
て
お
り
、

ま
た
、
畜
産
地
帯
特
有
の
問
題
も
あ
り
、

果
た
し
て
う
ま
く
い
く
の
か
と
懸
念
の
声

も
多
い
。
市
も
重
点
土
地
利
用
計
画
に
基

づ
く
事
業
と
位
置
づ
け
、
多
額
の
投
資
を

行
っ
て
い
る
。
何
と
し
て
も
成
功
し
て
も

ら
い
た
い
が
、
市
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う

な
側
面
的
支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

　
事
業
の
成

功
は
市
の
税
収
増

に
も
つ
な
が
る
。

問
題
提
起
が
あ
れ

ば
、
管
理
組
合
等

と
連
携
・
協
力
し

な
が
ら
対
策
を
考

え
て
い
き
た
い
。

齋
藤

　
市
は
、
大
地
震
な
ど
市
当
局
が
被

災
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を
受
け
る
条
件

下
で
、
非
常
時
の
優
先
業
務
の
実
施
を
定

め
た
市
役
所
の
業
務
継
続
計
画
が
未
策
定

で
あ
る
が
、
こ
の
計
画
に
対
す
る
認
識
と

今
後
の
策
定
予
定
は
。

総
務
部
長

　計画
の
重
要
性
を
認
識
し
、

現
在
、
内
閣
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
本
年
度
末
ま
で

に
は
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
並
行

し
て
策
定
を
行
う
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

齋
藤

　
合
志
市
総
合
計
画
で
は
、「
地
域
の

伝
統
、
文
化
、
芸
能
を
知
り
、
学
ぶ
こ
と

を
通
し
て
市
民
の
郷
土
愛
の
醸
成
に
努
め

る
」
と
あ
る
。
29
年
度
に
合
志
市
の
歴
史
、

自
然
、
食
文
化
、
特
産
品
、
人
物
な
ど
を

読
み
込
ん
だ
「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
を
作

成
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

生
涯
学
習
課
長

　
募
集
方
法
や
小
中
学
生

に
対
す
る
活
用
方
法
な
ど
研
究
し
た
い
。

　

 　

災
害
時
の
業
務
継
続
計
画
は

郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
い
て

澤
田

　
雄
二 

議
員
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ィ
ー
ブ
ル
の

　
　
創
造
的
復
興
を
！

坂
本

　
早
苗 

議
員

坂
本

　
小
・
中
学
校
新
設
に
向
け
平
成
33

年
４
月
開
校
の
計
画
が
進
ん
で
い
る
。
Ｐ

Ｆ
Ｉ
（
民
間
資
金
等
活
用
事
業
）
で
実
施

の
意
向
だ
が
、
近
隣
に
実
例
が
あ
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
対
策
室
長

　県
内
に
は
事
例

は
な
い
。

坂
本

　
学
校
施
設
を
利
用
し
て
収
益
事
業

を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
対
策
室
長

　建
設
予
定
地
は

市
街
化
調
整
区
域
な
の
で
、
商
業
施
設
な

ど
の
収
益
性
の
高
い
事
業
は
考
え
て
い
な

い
が
、
公
共
公
益
性
の
高
い
施
設
の
導
入

に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

坂
本

　
学
校
建
設
は
教
育
委
員
会
が
中
心

で
実
施
す
る
の
で
は
な
い
の
か
。

教
育
部
長

　ど
ん
な
学
校
を
つ
く
る
の
か

は
当
然
教
育
委
員
会
が
入
る
が
、
事
業
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
う
い
っ
た
形
が
い

い
の
か
は
ま
ち
づ
く
り
対
策
室
で
行
う
。

坂
本

　
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
の
改
修
費
用
は
15
億

円
か
ら
11
億
円
に
圧
縮
で
き
そ
う
と
の
報

告
が
あ
っ
た
が
、
最
終
的
な
合
志
市
の
負

担
額
は
ど
の
程
度
に
な
る
の
か
。

財
政
課
長

　全
額
災
害
復
旧
事
業
債
を
利

用
す
る
予
定
で
、
復
旧
費
11
億
円
で
計
算

す
る
と
市
の
負
担
額
は
３
億
３
０
０
０
万

円
の
見
込
み
と
な
る
。

坂
本

　
復
旧
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

生
涯
学
習
課
長

　利
用
希
望
の
高
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
図
書
館
の
内
装
工

事
か
ら
始
め
、
改
修
が
終
わ
っ
た
部
分
か

ら
開
け
た
い
。

坂
本

　
福
祉
会
館
の
改
修
に
合
わ
せ
、
図

書
館
を
１
階
に
移
動
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長

　今
回
は
で
き
な
い
。

坂
本

　
売
店
、
ロ
ビ
ー
を
一
体
的
に
整
備

し
て
は
ど
う
か
。

生
涯
学
習
課
長

利
用
者
の
利
活

用
が
図
ら
れ
る

よ
う
備
品
の
整

備
や
配
置
等
を

検
討
し
た
い
。

　

 　学
校
建
設
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は

妥
当
か
？

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
の
改
修
費
用
は
？

　

 　 「
健
康
都
市
こ
う
し
」に

　
A
I
の
活
用
を
！

松
井
美
津
子 

議
員

竹
迫
地
区
の

商
業
集
積
地
は
大
丈
夫
？

齋
藤

　
正
昭 

議
員

総合センター「ヴィーブル」

合生住宅公民館

松
井

　
青
少
年
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
の

機
会
を
増
や
す
た
め
、
若
者
の
政
策
形
成

過
程
へ
の
参
画
に
つ
い
て
。

政
策
課
長

　
若
い
世
代
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
し
、
興
味
や
愛
着
を
も
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
。
若
者
会

議
も
今
後
検
討
の
ひ
と
つ
に
な
る
。

松
井

　
「
健
康
都
市

こ
う
し
」
の
実
現

に
第
４
次
産
業
革

命
、Ⅰ
o
T
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
、Ａ
Ｉ
、

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
と

ど
う
向
き
合
う
か
、

今
後
の
考
え
を
伺

う
。

政
策
課
長

　
産
学
官
民
の
連
携
を
進
め
て

い
る
が
Ⅰ
o
T
や
Ａ
Ｉ
時
代
に
適
応
で
き

る
人
材
育
成
が
重
要
か
と
思
う
。

松
井

　
人
権
週
間
が
始
ま
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
現
状
を
伺
う
。

人
権
啓
発
教
育
課
長

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
偏

見
、
差
別
は
重
大
な
人
権
問
題
で
あ
る
と

わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ
、
３
名
の
実
体
験

は
参
加
者
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
貴
重
な
資
料
に
な
り
、
全
て
の

人
が
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
社
会
を
め

ざ
し
人
権
啓
発
に
広
く
取
り
組
む
。

　

松
井

　
「
多
摩
市
女
と
男
の
平
等
参
画
を

推
進
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長

　
合
志
市
第
３
次
男
女
共
同
参

画
推
進
計
画
の
策
定
の
中
で
推
進
項
目
の

中
に
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
関
連
の
項
目
を

盛
り
込
む
。

松
井

　
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
。

上
下
水
道
課
長

　
基
本
計
画
見
直
し
に
あ

わ
せ
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
策
定
を
進

め
効
率
的
な
資
産
の
運
用
を
考
え
る
。

松
井

　
民
生
委
員
の
活
動
に
正
し
い
啓
発

と
検
証
を
。

福
祉
課
長

　
１
０
０
周
年
を
節
目
に
民
生

委
員
の
活
動
を
周
知
し
て
い
く
。

松
井

　
書
評
合
戦
、「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」

に
つ
い
て
。

生
涯
学
習
課
長

　
指
定
管
理
制
度
移
行
の

中
で
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
実
践
す
る
。

　
 　

齋
藤

　
来
年
11
月
開
業
を
目
指
し
、
竹
迫

地
区
商
業
集
積
地
約

　ha
の
造
成
が
開
始

さ
れ
た
が
、
議
会
へ
の
情
報
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
市
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
ど
の
く
ら

い
の
事
業
費
負
担
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
・
上
下
水
道
課
長

　道
路
で
約

１
億
円
、
上
下
水
道
で
約
１
億
５
０
０
０

万
円
の
事
業
費
を
見
込
ん
で
い
る
。

齋
藤

　
市
周
辺
に
は
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
な
ど

の
大
規
模
商
業
施
設
が
乱
立
し
て
お
り
、

ま
た
、
畜
産
地
帯
特
有
の
問
題
も
あ
り
、

果
た
し
て
う
ま
く
い
く
の
か
と
懸
念
の
声

も
多
い
。
市
も
重
点
土
地
利
用
計
画
に
基

づ
く
事
業
と
位
置
づ
け
、
多
額
の
投
資
を

行
っ
て
い
る
。
何
と
し
て
も
成
功
し
て
も

ら
い
た
い
が
、
市
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う

な
側
面
的
支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

　
事
業
の
成

功
は
市
の
税
収
増

に
も
つ
な
が
る
。

問
題
提
起
が
あ
れ

ば
、
管
理
組
合
等

と
連
携
・
協
力
し

な
が
ら
対
策
を
考

え
て
い
き
た
い
。

齋
藤

　
市
は
、
大
地
震
な
ど
市
当
局
が
被

災
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を
受
け
る
条
件

下
で
、
非
常
時
の
優
先
業
務
の
実
施
を
定

め
た
市
役
所
の
業
務
継
続
計
画
が
未
策
定

で
あ
る
が
、
こ
の
計
画
に
対
す
る
認
識
と

今
後
の
策
定
予
定
は
。

総
務
部
長

　計画
の
重
要
性
を
認
識
し
、

現
在
、
内
閣
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
本
年
度
末
ま
で

に
は
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
並
行

し
て
策
定
を
行
う
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

齋
藤

　
合
志
市
総
合
計
画
で
は
、「
地
域
の

伝
統
、
文
化
、
芸
能
を
知
り
、
学
ぶ
こ
と

を
通
し
て
市
民
の
郷
土
愛
の
醸
成
に
努
め

る
」
と
あ
る
。
29
年
度
に
合
志
市
の
歴
史
、

自
然
、
食
文
化
、
特
産
品
、
人
物
な
ど
を

読
み
込
ん
だ
「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
を
作

成
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

生
涯
学
習
課
長

　
募
集
方
法
や
小
中
学
生

に
対
す
る
活
用
方
法
な
ど
研
究
し
た
い
。

　

 　

災
害
時
の
業
務
継
続
計
画
は

郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
い
て

澤
田

　
雄
二 

議
員
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